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第２章 新市の概況 
 

１ 位置と地勢 

新市は、愛媛県西南部にあり、北は西予市に、東は北宇和郡鬼北町、松野町に、

南は南宇和郡愛南町、高知県宿毛市、西土佐村に接しています。 

西は宇和海に面し、足摺宇和海国立公園に指定される、入り江と半島が複雑に交

錯した典型的なリアス式海岸が続き、藤原純友の本拠地として名高い日振島をはじ

めとする５つの有人島と多くの無人島があります。海まで迫る急峻な山々は、起伏

の多い複雑な地形を形成しており、海岸部の平野や内陸部の盆地に、市街地や集落

が点在しています。河川の多くは宇和海へ注ぎますが、三間川は四万十川に合流し、

高知県へ流れています。 

 

■新市の位置 
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２ 気候 

気候は、瀬戸内地区と太平洋沿岸地区の中間的な区分に属し、年平均気温は 16～

17℃で四季を通じて温暖です。降水量は年間 1,300～1,700mm 程度で夏期に多く、梅

雨前線の影響や台風の通過が多い年は特に 2,500mm を超えることもあります。 

西側が豊後水道に面し、東側に 1,000ｍ級の高峰が連なることから、冬期は北西の

季節風が吹き、臨海部と山間部では気温や降水量の差がみられ、山間部では積雪や

結氷もみられる多様な気候をあわせもっています。 

 

３ 面積 

新市は、有人島を含めた東西が 38.15km、南北が 34.94km で、面積は 469.47ｋ㎡

です。そのうち、森林が 49.5％、田畑が 17.3％、宅地が 2.9％、その他が30.3％を

占めています。 

 

４ 人口 

(1) 人口と世帯 

国勢調査によると、平成 12 年の四市町の人口は 95,641 人で、昭和 55 年の

110,920 人に比べ、13.8％減少しています。県全体も平成２年以降減少しています

が、本地域の減少傾向はそれより著しくなっています。 

平成 12 年の世帯数は34,975 世帯、１世帯あたりの人員は 2.73 人で、年々核家

族化が進行していることがうかがえます。 

 

■人口と世帯の推移                           単位：人、世帯 

区  分 昭和55 年 昭和60 年 平成２年 平成７年 平成12 年 

総 人 口 110,920 110,192 105,030 100,776 95,641 

世 帯 数 34,696 35,873 34,790 35,212 34,975 

１世帯あたりの人員 3.20 3.07 3.02 2.86 2.73 

県 人 口 1,506,637 1,529,983 1,515,025 1,506,700 1,493,092 

県 世 帯 数 470,653 492,583 512,771 541,701 566,146 

１世帯あたりの人員(県) 3.20 3.11 2.96 2.78 2.64 

 



  

- 7 - 

(2) 年齢３区分別人口 

平成 12 年の年齢構成をみると、年少人口（0～14 歳）比率は 14.5％と全国・県

平均程度で、老年人口（65 歳以上）比率は 25.3％と全国平均（17.3％）を大きく

上回り、県平均（21.4％）より高く、その推移から、少子・高齢化が顕著に進ん

でいるといえます。 

 

■年齢３区分別人口の推移                        単位：人、％ 

区  分 昭和55 年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成 12年 
平成12年 
（県） 

年少人口（0～14歳） 24,125 23,082 19,520 16,495 13,825 219,411 

割 合 21.7 20.9 18.6 16.4 14.5 14.7 

生産年齢人口（15～64 歳）  71,852 70,715 66,733 62,553 57,576 953,499 

割 合 64.8 64.2 63.5 62.1 60.2 63.9 

老年人口（65歳以上） 14,943 16,397 18,776 21,728 24,240 320,182 

割 合 13.5 14.9 17.9 21.6 25.3 21.4 

 

(3) 就業人口 

就業人口は、平成 12 年で全就業者に占める第１次産業就業者の割合が 22.2％、

第２次産業就業者が 18.8％、第３次産業就業者が 59.0％となっており、第１次産

業就業者の割合が年々減少し、代わって第３次産業就業者の割合が増加する傾向

となっています。 

 

■産業別就業者人口の推移                        単位：人、％ 

区  分 昭和55 年 昭和60 年 平成２年 平成７年 平成12 年 

就 業 者 計 54,764 53,401 51,463 50,724 46,037 

第 １ 次 産 業 15,875 15,613 14,031 13,316 10,222 

割 合 29.0 29.2 27.3 26.2 22.2 

第 ２ 次 産 業 11,213 9,866 10,296 9,626 8,657 

割 合 20.5 18.5 20.0 19.0 18.8 

第 ３ 次 産 業 27,676 27,922 27,136 27,782 27,158 

割 合 50.5 52.3 52.7 54.8 59.0 

＊100％調整を実施している。 




